














5,まとめ 

 SIDS,abortive SIDS を周産期のリスクファクター中心に retrospective,prospective に

調査した。本症の発生がそれまでの健康状態、既往歴から全く予測できない前提のもので

あるだけに、周産期における諸因子を検討する意義は大きい。既に文献的考察から得られ

たハイリスク因子、ならびにその重み付けを今回 4施設からの報告にあてはめてみると、

かなりの信頼度があるように,思われる。これらのリスクファクターは母親の児に対するケ

アの不十分な生活環境のもの、妊娠中に fetal distress を起こしてくるもの、低体重児、

未熟児などのハイリスク児である 3 群に大別でき、今回の調査では SIDS は母のケアに、

abortive SIDS は fetal distress,ハイリスク児に関係するものが多かった。 


